
 

 

 

 

 

 

「とがった鉛筆」と「心のスイッチ」 
2 月の全校集会では「『とがった鉛筆』と『心のスイッチ』」について話しました。 

～鉛筆を削ると、その鉛筆の先がとがるだけでなく、その時に「心のスイッチ」がオンに入るそうです。「心の

スイッチ」が入ると…、学習に集中しやすい・力が出しやすい・「わかった・できた」が増える・気持ちもよい・

自信がつく…などにつながります。また、「心のスイッチ」は、とがった鉛筆を持った時や、先が丸くなった鉛

筆からとがった鉛筆に持ち替えた時にも入るそうです。どの鉛筆を手に取るかも大切ですね。一日の中で

「鉛筆を削る」「とがった鉛筆を持つ」という行為で「心のスイッチ」が入るのは、学校では授業や休み時間

ごとに何回もあり、家では家庭学習や筆箱準備の時にあります。一日の中に何回もあり、そしてそれらは連

続しています。一つ一つの行為は小さいものですが、積み重ねていくことで大きなものになっていきます。

全校のみなさんに大切にしてほしいと思っています。～ 

 その後、東井義雄先生の「心のスイッチ」という詩を紹介しました。 

いろいろな場面で「心のスイッチ」を入れて、自分の力を高めていってほしいです。 

授業参観～ありがとうございました 
１月２０日（火)に今年度最後となる授業参観を行いました。2

時間目に１年生～３年生、3 時間目に 4 年生～6 年生の参観授業

がありました。寒い中ではありましたが、たくさんの保護者のみ

なさんに参加していただきました。また、この日は、福祉教育プ

ログラムの一つで「セラピューティック・ケア」講座に親子で参

加する学年や、図工の制作活動や理科の実験活動に保護者の皆さ

んに参加していただく学年もあり、親子で活動を楽しみ、有意義

な時間となりました。どの学年も、いつも通りに落ち着いて学習に取り組むことができました。 
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サガン鳥栖サッカー教室  

１月２３日（金）に「サガン鳥栖サッカー教室」がありました。

この日は朝の登校に合わせて「ウィントスくんの挨拶運動」もあ

り、子どもたちは大喜びで一日をスタートさせました。 

サッカー教室は、１時間目から３時間目まで低・中・高

と３時間にわたって進めていただきました。それぞれの発

達段階や運動能力に合わせて、どの学年も楽しく活動する

ことができました。サッカーを通したサガン鳥栖の皆さん

とのふれあいに、笑顔がたくさん見られました。 

なわとび大会 

１月２７日（火）に「なわとび大会」を行いました。今年度

も１２月～１月を「なわとび月間」と設定し、それぞれの学年

での体育の時間や休み時間を使って、短縄や長縄の練習に取り

組んできました。 

今年は、短縄での「技発表」と「持久跳び」、長縄での「８の

字跳び」を種目として設定しました。技発表では、１２の技の

中から自分が挑戦したい技を一人で３つずつ選び、発表しまし

た。持久跳びでは、低学年は１分、中学年は１分３０秒、高学

年は２分、それぞれ続けて跳ぶことに挑戦しました。そして８

の字跳びでは、学年ごとのチームで、３分間にどれだけたくさ

ん跳べるかを競い合いました。 

どの学年も、練習を繰り返す中で高めてきた力を精一杯発揮

することができ、すばらしいなわとび大会となりました。たく

さんの保護者の方に応援に来ていただき、温かい声援を受けな

がら子どもたちも楽しく活動することができました。 

入賞おめでとう 

新年書き方会 

【県特選】毛筆 ４年：浦丸 明季さん   

【県入選】硬筆 6年：宮本愛紗姫さん  毛筆 ４年：鳥越 響さん 久間由貴子さん 

【市特選】硬筆 １年：堤 まのあさん  ５年：杉山 寧音さん 平河 唯彩さん 

     毛筆 ４年：平河 光莉さん  ５年：谷口 敬亮さん 

        ６年：谷口 莉桜さん  山下 侑珠さん 

【市入選】硬筆 １年：小峰大久真さん  先村 星那さん  中島 一華さん 

        ３年：坂本弥子乃さん  松尾 彩央さん 

        ４年：坂口 千花さん  椎野 琴翔さん  宮田 葉月さん 

        ４年：日高 優菜さん  ５年：堤  珠愛さん ６年：井上 彪希さん 

     毛筆 ３年：東  萌衣さん  小峰 笑真さん   

５年：松尾 悠翔さん   松尾  瑠さん   

６年：榎  祐斗さん  平河 結羽さん 


